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ふりカずな ふり;がな コ 一 ド 世界測地系

所収遺跡 所主地 市町村
調査期間 諦査面積 調査原因

遺跡番号 北緯 東経

滋しが賀け県ん
36度 136度 20230327 

南みな滋みし賀が遺いせ跡き
大津市

617.85 宅地造成
252018 201-141 57分 08分

南みな志みし賀が 立1

51秒 33秒 20230512 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

自然流路・溝・杭列・ 土師器・須恵器・
南滋賀遺跡 集落跡 古墳時代~奈良時代

土坑・小穴等 木製品・砥石等

今回の調査地は遺跡範囲の東端付近に位置する。発掘調査では、自然流路2条、溝5条、杭

列1条、打ち込まれた状態の杭4本、小穴・土坑多数が検出され、自然流路を中心として多く

要 約 の遺物が出土した。

調査の結果、調査地の周辺では古墳時代後期~飛鳥時代 (6 世紀末~7世紀前半頃)に活発

な土地利用がなされていたことが明らかとなった。
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